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「障害者施設整備等に係る基本方針（令和 2年 9 月策定）」の必要所要量の更新について 

 

障害者施設整備は中長期にわたる取組みが必要となり、施設需要への的確な対応を図っていく

必要があることから、令和２年作成の基本方針において、令和１２年度までの通所施設（生活介護・

就労継続支援Ｂ型）、グループホームの想定不足数及び施設整備の方策を整理した。 

生活介護及び就労継続支援Ｂ型の令和１２年度までの最大必要所要量について、過去の施設

通所者の入退所数から利用者数（見込み）を想定したところであるが、策定後から令和５年４月１日

時点までの施設利用者数の実数を踏まえるとともに、現時点で整備予定の計画を含めて、今後の

必要所要量を更新する。 

 

１ 生活介護 

【基本方針策定時必要所要量（最大値）】 

方針策定時 
令和2年度 

(2020年） 

令和３年度 

（2021 年） 

令和4年度 

(2022年） 

令和5年度 

（202３年） 

令和6年度 

(2024年） 

令和7年度 

（2025 年） 

利用者数（見込み） 665 700 731 761 790 819 

定員数 641 641 641 641 641 641 

不足数 ▲ 24 ▲ 59 ▲ 90 ▲ 120 ▲ 149 ▲ 178 

 令和8年度 

(2026年） 

令和9年度 

（2027 年） 

令和１0年度 

(2028年） 

令和１１年度 

（２０２９年） 

令和１２年度 

（２０３０年） 

利用者数（見込み） 849 882 913 944 975 

定員数 641 641 641 641 641 

不足数 ▲ 208 ▲ 241 ▲ 272 ▲ 303 ▲ 334 

 

【令和５年４月１日時点必要所要量】 

※令和２年度～令和５年度の利用者数は実数とし、令和６年度以降の利用者数（見込み）は令和５

年度までの利用者の入退所者数の平均値等にて見込む。 

※定員数については、現時点で整備予定の施設定員数を踏まえた数とする。 

※東京リハビリテーションセンター障害者支援施設梅ヶ丘における施設入所支援（生活介護）の利 

用者数については定員５０人と同数とする。 

整備予定施設の定員
数を含む 
（令和 5年 4月 1日時点） 

令和2年度 

(2020年） 

令和３年度 

（2021 年） 

令和4年度 

(2022年） 

令和5年度 

（202３年） 令和6年度 

(2024年） 

令和7年度 

（2025 年） 

利用者数（見込み） 
（令和5年度まで実績） 

658 658 665 682 702 722 

定員数 641 641 647 663 668 668 

不足数 ▲ 17 ▲ 17 ▲ 18 ▲ 19 ▲ 34 ▲ 54 

 令和8年度 

(2026年） 

令和9年度 

（2027 年） 

令和１0年度 

(2028年） 

令和１１年度 

（２０２９年） 

令和１２年度 

（２０３０年） 

利用者数（見込み） 
（令和5年度まで実績） 

762 792 812 832 852 

定員数 738 758 758 758 758 

不足数 ▲ 24 ▲ 34 ▲ 54 ▲ 74 ▲ 94 

利用者数（実績） 

（調整中資料） 
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整備予定施設概要 令和２年度 既存１施設 定員１５人増（施設移転による新設） 

令和４年度 既存１施設 定員 ６人増（事業転換による） 

             令和５年度 既存３施設 定員１６人増（改修工事による定員拡充） 

             令和６年度 既存１施設 定員 ５人増（改修工事による定員拡充） 

             令和８年度 新規開設  ＪＫＫ大蔵創出用地（公社用地） 定員４０人 

                             ふじみ荘跡地（区有地）      定員３０人 

             令和９年度 新規開設  警察庁深沢宿舎跡地（国有地） 定員２０人 

 

２ 就労継続支援 B型 

【方針策定時必要所要量（最大値）】 

方針策定時 
令和2年度 

(2020年） 

令和３年度 

（2021 年） 

令和4年度 

(2022年） 

令和5年度 

（202３年） 

令和6年度 

(2024年） 

令和7年度 

（2025 年） 

利用者数（見込み） 630 660 687 712 737 762 

定員数 681 681 681 681 681 681 

不足数 51 21 ▲ 6 ▲ 31 ▲ 56 ▲ 81 

 令和8年度 

(2026年） 

令和9年度 

（2027 年） 

令和１0年度 

(2028年） 

令和１１年度 

（２０２９年） 

令和１２年度 

（２０３０年） 

利用者数（見込み） 788 816 843 870 897 

定員数 681 681 681 681 681 

不足数 ▲ 107 ▲ 135 ▲ 162 ▲ 189 ▲ 216 

 

【令和５年４月１日時点必要所要量】 

※令和２年度～令和５年度の利用者数は実数とし、令和６年度以降の利用者数（見込み）は令和５

年度までの利用者の入退所者数の平均値等にて見込む。 

※定員数については、現時点で整備予定の施設定員数を踏まえた数とする。 

整備予定施設の定員
数を含む 
（令和 5年 4月 1日時点） 

令和2年度 

(2020年） 

令和３年度 

（2021 年） 

令和4年度 

(2022年） 

令和5年度 

（202３年） 令和6年度 

(2024年） 

令和7年度 

（2025 年） 

利用者数（見込み） 
（令和5年度まで実績） 

615 640 650 665 681 697 

定員数 681 681 685 679 679 679 

不足数 66 41 35 14 ▲ 2 ▲ 18 

 令和8年度 

(2026年） 

令和9年度 

（2027 年） 

令和１0年度 

(2028年） 

令和１１年度 

（２０２９年） 

令和１２年度 

（２０３０年） 

利用者数（見込み） 
（令和5年度まで実績） 

703 714 730 746 762 

定員数 679 679 679 679 679 

不足数 ▲ 24 ▲ 35 ▲ 51 ▲ 67 ▲ 83 

整備予定施設概要 令和４年度 既存１施設 定員４人増（事業転換による） 

             令和５年度 既存１施設 定員６人減（生活介護の定員拡充に伴う減） 

  

利用者数（実績） 
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３ グループホーム 

グループホームにおける令和１２年度までの必要所要量については、基本方針策定に向けて通

所施設への聞き取り等の調査結果をもとに見込んだ最大の必要所要量である。 

基本方針策定時の調査にあたっては、障害当事者・家族と身近に関わっている障害者施設に、

利用者の日頃の意向や、利用者・家族等介助者の年齢や健康状態等を勘案して、今後のグルー

プホームが必要な方の所要量を把握した。 

この必要所要量については利用者の状況を踏まえた調査結果に基づき想定した数値であり、状

況が大きく変化しているものではないことから、今回は方針策定時に定めた目標値である最大の必

要所要量の変更は行わないこととする。 

ただし、中軽度障害者向けグループホームは民間事業者主導での整備が進んでいること、重度

障害者向けグループホームは、公有地等を活用した整備を進めていることを踏まえ、中軽度につ

いては、令和 5年４月 1 日までの開設実績を含めた今後の必要所要量に更新し、重度については、

整備予定の施設定員を含めた今後の必要所要量に更新する。 

 

（１）中軽度障害者向けグループホーム 

【方針策定時必要所要量（最大値）】 

方針策定時 令和２年度～令和７年度 令和８年度～令和１２年度 合計 

必要所要量 71 124 195 

令和 5年 4月 1日

時点の開設実績 
45 － 45 

開設実績を含めた際

の今後の必要所要量 
26 124 150 

開設実績（精神障害者を主たる対象としたグループホーム数は除く） 

令和２年度 ３施設 定員１２人   令和３年度 ５施設 定員２４人 

令和４年度 １施設 定員 ５人   令和５年度 １施設 定員 ４人（令和５年４月１日時点のみ） 

 

（２）重度障害者向けグループホーム 

【方針策定時必要所要量（最大値）】 

方針策定時 令和２年度～令和７年度 令和８年度～令和１２年度 合計 

必要所要量 126 172 298 

令和 5年４月１日

時点の整備予定数 
10 60 70 

整備予定数を踏まえ

た今後の必要所要量 
116 112 228 

整備予定施設概要  令和５年度 千歳台３丁目（区有地）       定員１０人 

令和８年度 ＪＫＫ大蔵創出用地（公社用地）  定員２０人 

ふじみ荘跡地（区有地）        定員２０人 

令和９年度 深沢警察宿舎跡地（国有地）    定員２０人程度 

 


